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論文の内容の要旨

　コンピュータパワーの増大や機器の発達とともに，コンピュータに知性のみならず感性や個性といった，これ

まで取り扱うことが困難であった人間に近い機能を持たせ，人とコンピュータとの円滑な対話の実現を目指した

研究が近年盛んとなっている。

　本学位論文は，連携大学院制度のもと，申請者が電子技術総合研究所（現　産業技術総合研究所）のマルチモー

ダル対話・ラボおよびメディアインタラクション・ラボにおいて行った，音楽演奏を行うシステム，しかも，コ

ンピュータ上の仮想演奏者があたかも実際の人間の演奏者のように他の演奏者に合わせて演奏を行う，ジャムセッ

ションシステムの研究をまとめたものである。

　これは高度な知性に加えて，個性や感性といった取り扱いが困難な問題を含むチャレンジングな研究課題であ

るが，従来方式のようにヒューリステイックなルールを与えるのではなく，実際の演奏記録から統計的学習によ

り演奏者の個性や感性のモデルを獲得し，これを用いて通常のパソコン上に実時問で作動するセッションシステ

ムとして実現している。

　第一章では，序論として，本論文の目的を述べるとともに，関連する分野のこれまでの研究をサーベイして問

題点の分析を詳細に行うとともに，それに対処する本研究の狙いと位置づけ，意義について述べている。

　第二章は，まず，ジャムセッションにおける個性として，演奏者の振る舞いの個性，演奏者固有のフレーズの

個性，演奏の発音時刻ゆらぎの個性の3種類について述べ，システムの全体像について説明し，演奏者の個性を

獲得してシステムを実現する上での問題点についてまとめている。演奏者の振る舞いはM肥亙データとしての演奏

の入出力関係を抽象的化印象空間と意図空間の写像として捕らえ，それらを心理実験および主成分分析，多次元

尺度法，正準相関分析を用いて分析し，入出力関係の学習を可能としている。

　第三章では，演奏者の振る舞いを学習する手法について述べ，実際に演奏記録から振る舞いのモデルを学習し，

獲得した振る舞いのモデルに基づき仮想演奏者が動作することを確認している。

　第四章では，演奏者固有のフレーズを模倣するための手法として，発音時刻のクォンタイズ，演奏のフレーズ

分割，演奏の再利用法について説明している。実際の演奏から，正規の発音時刻を推定する問題は，演奏のゆら

ぎが生じる問題の逆問題ととらえ，確率モデル（隠れモルコフモデル）を用いて定式化されている。また，フレー

一401一



ズの自動切り出しについては，ボロノイ線図を用いたグルーピング手法を提案している。

　第五章では，発音時刻ゆらぎを模倣する手法について述べている。ゆらぎのない演奏に，演奏記録から学習し

た確率分布としての演奏者固有のゆらぎを付加する具体的な方法について述べている。

　第六章では，構築したシステムの評価を行っている。セッションシステムには，まだ絶対的な評価の枠組みが

確立されていない。そこで，定量的な評価と心理実験による評価の両方でシステムを評価する方式を提案し，終

的にはチューリングテストからヒントを得た心理実験を行い，仮想演奏者が演奏者の個性を模傲できているか確

認し，本方式の優位性を確認している。

　第七章，結論およびジャムセッションシステムの今後の行方について考察している。

審査の結果の要旨

　本研究は，音楽セッション（協奏）を題材に，人とコンピュータの円滑な対話（インタラクション）のために

今後益々重要となる，人の個性や感性のモデル化の問題を統計的学習の立場から定式化し，それに基づくインタ

ラクテイブな実時間セッションシステムを実現している。高度の統計的手法と実時間処理プログラミングに駆使

して，従来方式をはるかに超える性能と新規性のある結果を得ている（国内外の賞を2件受賞）。情報工学上，貢

献するところが大きいと判断される。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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